
人
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事銭入

平
塚
市
遺
跡
調
査
会
(
会
長
日
野
一
郎
)
は
、
四
之
宮
地
区
内
の
遺
跡
発
間
協
調
査
で
、
凶
之

宮
周
辺
に
初
郊
の
相
撲
脳
府
が
あ
っ
た
こ
と
を
裏
付
け
る
貴
重
な
資
料
を
発
見
し
ま
し
た
。
発
揺

し
た
出
土
品
は
、
奈
良
時
休
後
期
の
も
の
と
推
定
さ
れ
る
「
国
厨
(
く
に
の
く
り
や
ご
と
「
郡

厨
(
ぐ
ん
の
く
り
や
)
」
の
襲
警
土
器
で
、
間
四
府
の
台
所
で
あ
る
康
房
(
ち
ゅ
う
ぼ
う
)
施
設
が

存
在
し
た
ζ
と
を
一
が
す
一
級
品
の
資
料
で
す
。
中
で
も
山
王
A
遺
跡
か
ら
は
、
奈
良
東
大
寺
の
正

倉
院
南
倉
に
伝
わ
る
淘
形
態
の
叶
佐
波
理
匙
(
さ
は
り
の
さ
じ
ご
が
完
全
P惑
で
発
箆
さ
れ
ま

し
た
。
い
ず
れ
も
四
之
宮
地
町
民
内
の
半
径
二
百
五
十
幻
以
内
か
ら
の
出
土
品
で
す
。
そ
れ
で
は
、

ま
だ
解
明
さ
れ
て
い
な
い
古
代
「
相
撲
函
府
」
な
ど
を
か
い
ま
見
て
み
ま
し
ょ
う
。

十
六
門
y
M
州
、
重
さ
三
十
七
・
八
ザ

の
大
き
さ
で
す
。
発
見
さ
れ
た
と

き
の
匙
の
下
に
は
、
須
恵
器
(
す

え
き
)
の
獲
(
か
め
)
や
壷
(
つ

ほ
)
の
破
片
が
数
か
れ
て
お
り
、

{怒さま器棚、襲撃1!i31器罫}

平
塚
市
教
育
委
員
会
で
は
、
住
点
は
、
四
之
宮
の
穏
荷
議
A
議
総

宅
建
設
な
ど
画
開
発
行
為
に
伴
う
埋
か
ら
、
…
群
蔚
(
ぐ
ん
の
く
り

『
轡
又
化
財
の
発
例
制
調
鐙
を
一
行
っ
て
や
こ
の
謹
書
ヱ
器
一
点
は
、
四

い
ま
す
。
之
宮
の
天
神
斗
前
一
落
傾
附
か
ら
発
掘
さ

(
く
れ
ま
し
た
、
こ
の
築
番
土
器
は
、

県
内
ず
初
め
て
の
出
土
で
す
。

と
か
ら
、
こ
の
「
割
問
蔚
」
は
、
相

撲
国
府
の
「
都
衛
(
ぐ
ん
が
1
郡

役
所
)
」
が
四
之
宮
岡
周
辺
に
存
寂

し
た
可
能
性
を
一
割
し
て
い
ま
す
。

あ
る
い
は
、
饗
宴
で
持
ち
寄
ら
れ

こ
の
土
器
か
ら
八
校
紀
代
の
遺
構
た
と
と
も
考
え
ら
れ
ま
す
。

と
判
判
断
さ
れ
ま
す
。

態
は
、
格
対
的
に
寺
時
間
に
関
係

す
る
遺
跡
か
ら
出
土
す
る
こ
と
が

多
く
、
綴
つ
立
て
柱
遺
構
の
様

子
か
ら
、
地
鎮
の
た
め
に
供
献
さ

れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

浦
護
国
府
の
所
在
地
は
、
多
く

閣
の
学
者
に
よ
っ
て
そ
れ
ぞ
れ
見
解

剖
が
出
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
様
々
な

甲
山
説
が
あ
り
、
統
一
さ
れ
て
い
ま
せ

E

ん
。
大
勢
的
に
は
、
海
老
名
指
か

ら
平
塚
市
、
そ
し
て
大
磯
町
へ
の

ル
ー
ト
と
、
小
問
原
市
か
ら
平
塚

市
、
そ
し
て
大
磯
町
へ
の
ル
l
ト

の
一
一
一
選
(
せ
ん
)
説
で
す
ロ
た
だ

糊
「
更
蹄
(
く
に
の
く
り
や
と
所
)
を
示
す
も
の
で
、
全
演
の
し
大
磯
町
の
図
宮
町
、
す
で
に

緩
と
表
記
さ
れ
た
墨
書
太
田
研
は
、
穏
出
土
例
か
ら
料
娠
し
て
も
、
選
「
伊
呂
波
字
類
抄
」
と
い
う
文
献

時

葱

照

A
透
跡
の
染
良
a

平
安
時
代
跡
は
相
撲
国
時
間
(
政
庁
や
警
司
群
の
中
で
、
現
在
の
画
一
府
本
郷
で
あ

粧
の
回
世
(
た
て
)
穴
住
民
庖
遺
構
か
ら
か
ら
成
る
)
の
厨
一
躍
が
あ
っ
た
場
る
と
諸
説
が
一
致
し
て
い
ま
す
。

齢
出
土
し
て
い
ま
す
。
墨
書
土
器
の
所
か
、
饗
(
き
ょ
う
)
宴
が
行
わ
今
回
の
発
掘
は
、
初
期
の
格
模

被
年
代
は
、
奈
良
時
代
後
期
(
七
六
れ
た
場
所
(
留
庁
舎
揮
さ
と
考
え
償
府
が
沼
之
宮
周
辺
に
存
在
し
た

目

。

年

1
七
八
O
年
)
と
推
定
さ
れ
ら
れ
ま
す
。
こ
の
よ
う
に
「
匿
こ
と
を
示
す
、
貴
重
な
資
料
と
な

つ

ま

ず

。

府

間

」

墨

書

土

壌

は

、

拐

模

扇

町

付

が

り

ま

し

た

。

鶏
墨
書
で
「
園
時
間
一
と
表
記
さ
れ
た
大
住
都
の
四
之
宮
田
周
辺
に
存
在
し
こ
れ
か
ら
は
、
今
ま
で
に
四
之

塁
審
士
一
議
は
、
回
授
の
厨
房
(
合
た
ヲ
」
と
を
示
す
一
級
の
資
額
、
す
。
宮
燭
辺
で
発
掘
さ
れ
た
、
将
模
短

出
削
の
存
在
を
裏
付
け
る
出
土
品
と

邸
時
謹
一
舗
が
ふ
盟
謡
選
勝
と
の
格
問
問
問
問
答
穿
析
す
る

jzvtmea-e
喝

Z
雄
官
必
獲
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
大
住

(
七
七

O
年
1
七
九
O
年
)
と
捲
郡
の
郡
衡
(
郡
庁
、
正
念
、
館
べ

笈
さ
れ
ま
す
。
厨
が
あ
る
)
を
唱
調
査
す
る
こ
と
に

l
h
f

問
国
側
、
郡
勝
は
、
い
ず
れ
も
吉
よ
り
、
「
平
塚
発
祥
説
」
が
解
明

一
一
代
の
候
所
の
台
所
↑
芸
品
味
す
る
こ
さ
れ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

冊
樹畿の開制翻

脚

「
毅
一
筋
(
ぐ
ん
の
く
り
や
こ

の
墨
議
土
器
は
、
問
問
之
世
間
天
笠
別

「
佼
波
理
匙
(
さ
は
り
の
さ
の
金
属
で
、
匙
(
さ
じ
)
や
碗
遺
跡
の
祭
(
た
で
)
穴
住
田
抽
選
構
か

じ
こ
は
、
照
之
宮
地
可
ぬ
の
山
王
(
わ
ん
て
思
な
ど
の
飲
食
器
に
ら
発
掘
さ
れ
て
い
ま
す
。

A
選
勝
か
ら
発
掘
さ
れ
ま
し
た
。
決
渇
さ
れ
て
い
ま
す
。
鑑
識
闘
の
一
郡
蔚
」
は
、
「
大
住

「
佐
波
明
暗
」
と
は
、
銃
合
金
の
今
回
発
擬
さ
れ
た
匙
は
、
奈
良
郡
日
出
」
を
省
略
し
て
表
記
さ
れ
た

一
種
で
あ
り
、
相
剰
に
少
量
の
錫
東
大
寺
の
ま
倉
院
高
倉
に
伝
わ
る
も
の
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
愚
一
番
土

(
す
ず
)
と
鉛
そ
混
入
し
た
金
色
御
物
と
ほ
ぼ
昭
一
U
形
で
、
奈
さ
一
一
器
の
年
代
は
、
奈
良
時
代
後
間
期

今
出
制
山
出
土
し
た
索
時
思
議
史
料
た
七
十
二
か
限
必
議
時
耐
の
う

は
「
鎌
一
一
一
十
問
問
平
塚
市
史
料
ら
、
六
ト
一
か
一
併
の
成
楽
器

廃
」
で
一
般
公
時
間
さ
れ
ま
す
。
「
い
ま
士
時
代
が
お
も
レ
ろ
い
」

ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。
と
出
揮
し
て
幾
一
ポ
し
ま
す
。

史
料
授
は
、
一
年
お
き
に
叩
m
e
皐
悶
河
川

μ
口
M

(

水
)
3
A
V
丹

市
川
緊
急
発
禄
諸
制
蜜
mw成
裂
を
発

1
笈
火
)

描
出
し
て
い
ま
す
。
今
訪
は
、
平
ふ
ア
諮
問
山
時
3
午
後
7
跨
(
底
割

成
一
一
年
間
関
汚
か
ら
平
成
間
同
年
一
一
一
終
沼
は
球
時
ま
で
)

同
月
ま
で
に
発
明
錦
繍
査
を
実
施
し

e

ひ
ら
つ
か
市
民
プ
ラ
ザ

担
、
私
傷
Z
ザ
d
炉
、
後
喝
A
V£
倹
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平，，，3年度月別愛務指導事件数

とピ

ーチコンサートを中心に、潮帯構罪来での花火大

会と醜業体離をはさんだ構成。新しく生まれ変

わろうとしている平寧樽岸の護者、ぜひご覧い

ただきたい。零裁 繋紀の海の品り方を鋳る

@主主鞍 8汚16日 (日)午後 8 時~9 時

@害警毒患名 市帯Ij60局部記念特烈番組「ヲ2変

南ひらつかピーチパークj

持者JII)

建設科衛生士との募集草案内
・草壁格 撞科衛生士の資格者有し、昭和37年 9月

2Eヨ以降に生まれた方。市民病院に重苦点罪する。

づ 次 絞殺 9月5Eヨ怯j

。申し込み 8Fl25日制までに申込書(職員諜に

ある)を本人が直接職員課へ持事ずる。

ー問い合わせ 企路部理喪主義霊祭(内鰻321)

。
一
観
法
措
摺
鱗

9
月
2
日
(
ホ
)
、

9
日
(
ホ
)
、

予
約
制
(
電
話
で
も
可
)
、
日
時
5
日
時

。
一
畿
総
、
執
続
、
潤
鐙
抑
制
裁

9
月
日
目
(
金
)
、
同
時
《
吋
即
時

。
一
離
市
陣
抗
措
綴
揮
回
(
た
だ
し
、
土
曜
詰
日
時
ま
で
、
自

曜
・
祝
日
会
第
2
e
第
4
土
曜
は
除
く
~

令
指
襲
生
議
輔
綴

8
月
幻
自
(
金
)
、
指
毘
〈
金
)
、

9
R
4
E
(金
)
、
江
田
(
金
て

9
時
1
吋四時

。
輩
出
関
拝
金
総
鱗

9
月
四
思
(
木
)
、
日
時

1
日
時

。
発
刊
明
帯
議
特
許
摺
鱗

9
月
7
E
〈
豆
、
日
時

1
話
時

。一
P
繍
融
引
欄
綴

8
月
初
呂
(
木
)
、
日
時
部
分

i
M即時

。
性
帯
構
蹴
捌
(
新
興
補
静
な
ど
)
8
月
刊
ぬ
呂
(
大
〉
、

9
R
M
日

(
火
)
、
招
待
1
日
時

融
問
少
縁
組
制
談
議
(
市
鼠
セ
ン
タ
ー

)
M
j七
一
一
一
一
一

月
3
金
曜
日
9
時
1
日
時
土
曜
日
は
日
時
ま
で

〈
〉
協
安
否
は
。
ヤ
ン
グ
テ
レ
ホ
ン
e

お

i
七
八
一
品
。

間
月

1
土
曜
臼
9
時
t
〉
叩
四
時
却
升

冊
欄
絞
金
融
鵬
切
羽
!
ニ
一
一
一
一
一
一
一
一
一

O
心
一
虻
ご
と
掲
駿
聾
週
月
曜
沼
、
日
時

5
日
時

。
噂
門
〈
措
樺
、
骨
綴
、
殺
宅
、
援
措
)
相
綴

9
月
四
日
(
木
)
、
日
時

5
日
時
予
約
制

。
生
活
支
謹
相
談
聾
週
月
，
、
ー
金
曜
日
、

s時
却
分

1
口
時

。
ポ
ラ

y
テ
ィ
ア
摺
鱗
揮
噛
丹
《
J

土
楢
呂
、

8
時
拍
分

5
口
時

(
土
曜
日
は
四
時
ま
で
、
第
2
・
第
4
土
曜
日
を
偉
く
)

〈Y
結
婚
相
談
揮
週
日
曜
日
、
四
時
1
日
時
(
第
3
自
曜
岳
結
く
)

。
母
子
相
麟
咽
車
箆
児
童
相
離
瞳
週
月
5
金
曙
目
、

9
時
1
M時

。
高
齢
者
職
韓
相
談
聾
週
百
円

1
金
曜
日
、

9
時
四
分

1
珂
時

。
一
揖
人
指
磁
毎
月
第
2
木
曜
日
、
四
時

3
日
時
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西
海
岸
商
活
街
が
、
新
し
く

砂
時
日
海
岸
マ
リ
ン
ロ
ー
ド
。
と
し

て
整
血
糊
さ
れ
た
。

歩
い
て
や
お
し
い
西
海
岸
を
テ

ー
マ
に
、
昨
年
十
た
か
ら
ヱ
事
を

る
進
め
て
い
た
も
の
で
、
舎
百
五

計
9

百
十
八
沢
で
近
隣
柑
開
局
衝
と
し
て

〆
は
初
め
て
の
モ
ー
ル
化
。

わ
海
岸
に
近
い
土
器
街
ら
し
く
、

4
1
波
の
ゆ
ら
め
き
を
モ
チ
ー
フ
と
し

た
シ
ン
ボ
ル
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
や
、

カ
ラ
l
舗
装
、
絵
タ
イ
ル
を
的
配
置

し
た
線
道
な
ど
の
ほ
か
に
、
市
内

で
初
め
て
「
ア
メ
リ
カ
デ
イ
ゴ
」

と
い
う
赤
い
花
の
咲
く
マ
メ
科
の

街
路
樹
が
槌
え
ら
れ
、
海
の
香
り

の
す
る
夢
あ
ふ
れ
る
実
物
公
開
隅
と

な
っ
て
い
る
。

長

持

加

を

。

盟

執

る

出

と

意

と

室

和

を

人

加

る

母

害

7
日
時

8
2日
(
日
)
午

4

一

前

会

示

及

か

一

一

昨

法

る

児

O

金

2

J

あ

父

障

誇
1
午
後
4

誌

分

立

噌

τ
問

清

和

九

問

侃

官

Z

Z
惜

マ

内

容

一

加

重

社

側

一

m
p立
を

見

出

品

当

る

も

?

山

山

川

岬

、

凡

外
ス
テ
ー
ジ
ア
マ
チ
ュ
ア
一
一
閥
的

3

1

?

ζ

才

師

渇

ね

あ

づ

3

1

と

母

如

バ

ン

ド

、

ダ

ン

ス

、

浴

衣

コ

ン

テ

一

一

端

叩

山

山

内

山

別

養

同

る

な

保

方

酎

尋

が

7

額

立

以

父

方

J

一

一

一

時

刈

景

品

問

塚

扶

〔

い

れ

}

童

る

制

お

三

間

崎

明

日

日

制

惨

事

の

は

ら

っ

ば

(

当

日

参

加

一

一

一

以

内

押

士

肝

臓

蹴

立

体

制

引

鴨

川

嶋

市

七

三

二

一

自

浸

水

鉄

砲

サ

パ

イ

川

ル

、

一

一

峨

一

一

一

間

町

純

一

二

別

に

な

受

臼

絞

れ

、

n

μ

れ

/
h
p
U
1
T
Z
m

h
F計
五

日

一

七

日

詩

話

口

一

計

計

三

百

2

…
畑
山
炉
内
付
悌
一
尚
一
一
辺
一
m
f
Z叫
ん

m

一一一一一

関

か

れ

る

。

一

る

。

お

年

寄

り

か

ら

子

供

ま

で

楽

一

前

話

会

一

副

引

っ

民

票

引

長

江

主

む

限

所

ご

主

主

誠

よ

器

開

叩

よ

平
塚
市
盗
つ
年
市
制
六
十
壁
一
し
め
る
緑
い
っ
ぱ
い
の
総
合
公
園
…
ム
密
室
入
口
ス
ケ
!
ト
ボ
一
さ
ん
と
平
塚
市
出
身
の
民
謡
歌
手

2
た

以

類

場

、

害

児

扶

1

児

れ

額

は

算

児

満

つ

額

9

を

迎

え

て

お

り

、

こ

の

夏

ま

つ

り

一

尺

ぜ

ひ

お

出

掛

け

を

。

一

1

ド

宮

い

教

室

、

言

葉

ー

さ

ん

が

ゲ

ス

ト

詰

胞

は

か

問

。

鮎

蜘

楠

町

欄

嫡

撒

糾

出

古

一

立

辺

献

伽

鵡

同

一

は

記

念

事

業

の

一

つ

と

し

て

行

コ

一

一

マ

問

問

v合
オ

せ

先

青

少

年

課

管

一

す

る

ほ

カ

昔

懐

し

い

夜

庄

古

彩

方

し

8

を

-
e

と

富

{

⑨

来

受

a

の
向

E
-
却
に
@
児
一

れ
る
も
の
。
平
塚
の
は
ら
っ
広
一
平
塚
の
は
ら
っ
ば
一
成
係
(
内
線
七
六
一
一
)
一
り
を
添
え
て
く
れ
る
。
ぉ
露
げ
混

;
;
i一25一i
i
j
T
j
4
j
i
f写手
jig-z$1153写

言
守
是
正
歪

fizz=

一

会

場

に

、

昼

間

は

青

年

ブ

エ

ス

テ

一

こ

集

ま

ろ

う

一

一

を

。

一

〈

午

後

〉

横

内

夫

ザ

資

自

ム

一

丁

重

日

2
月
8
臼
(
火
)
午
一

六

高

年

記

会

輩

出

一

袋

一

夕

涼

み

し

な

が

一

マ

期

日

8
2臼
(

金

て

お

一

民

館

，

一

イ

ベ

ン

ト

潟

鏡

石

9
時

一

市

で

は

、

…

年

間

を

霊

一

こ

の

フ

ェ

ス

一

寸

イ

ハ

言

、

す

一

ら

盆

踊

り

を

一

三

日

)

で

官

(

木

)

一

口

口

を

貸

し

ま

す

で

会

場

喜

ZE議
室

一

秋

冬

の

四

君

主

、

み

な

一

べ

て

警

若

手

て

企

画

、

協

議

し

一

一

言

午

後

6

マ9
時

一

八

午

前

〉

旭

市

中

年

八

機

長

一

釘

一

j
i
t
1

一

さ

ん

&

楽

し

め

る

霊

童

一

実

施

し

て

い

る

も

の

で

、

今

年

で

一

昨

年

初

め

て

悪

し

、

大

好

評

古

書

浴

衣

音

頭

、

日

本

露

五

一

地

域

づ

く

り

懇

で

は

、

出

話

会

…

一

め
て
い
る
。
ご
参
加
を
o

一
八
回
を
迎
え
る
。
一
を
い
た
だ
い
た
盆
漏
り
大
会
。
一
り
、
や
ぐ
ら
章
、
水
戸
黄
門
ほ
一
〈
午
後
〉
罪
-
裏
合
之
宮
王
子
供
会
な
ど
皇
言
語
み
一
自
転
車
駐
車
場
一

〔

こ

れ

か

ら

の

行

革

委

〕

一

今

回

は

将

来

車

う

子

供

た

ち

一

今

年

も

夏

の

夜

の

ひ

と

と

き

、

一

か

一

公

民

館

一

な

さ

ん

が

お

祭

り

な

ど

の

イ

ベ

ン

一

が

一

部

開

閉

鎖

を

一

古

秋

季

J

一

に

も

書

し

て

も

ら

お

2、
数
一
大
異
名
ぐ
ら
の
切
り
を
大
き
な
一

7
問

い

合

わ

せ

先

審

議

管

丁

訪

日

(

金

)

一

ト

高

か

れ

る

と

き

、

会

場

の

雰

一

一

夫
高
く
が
ん
な
で
フ
ェ
ス
一
多
く
の
懐
し
物
語
誉
れ
る
。
一
輪
で
楽
し
ん
で
い
た
だ
き
た
い
。
一
理
事
務
所
(
電
話
認
-
一
一
二
三
)
一
〈
午
前
、
午
後
〉
富
士
見
@
主
要
が
盛
り
上
が
り
楽
し
く
で
き
一
平
塚
海
岸
線
自
転
車
駐
車
場
一

テ

イ

パ

ル

首

A

-

1

-

l

i

l

i

-

-

一
本
・
須
賀
公
民
館
一
る
よ
う
イ
ベ
ン
ト
需
品
を
貸
し
一
(
襲
撃
は
、
九
月
か
ら
神
一

B
、

総

合

公

圏

一

一

弘

昆

&

与

(
A
9
3章
免

除

護

者

一

。

9
月
1
臼

(

火

)

一

応

し

て

い

る

。

一

奈

川

県

が

な

ぎ

さ

プ

ロ

ム

ナ

ー

ド

一

美

術

の

秋

芸

術

の

秋

一

磯

者

額

資

金

を

機

関

く

一

〈

午

前

〉

市

議

ホ

ー

ル

一

な

お

十

汚

か

ら

コ

一

月

ま

で

の

著

書

し

j
工
事
す
一

1
5
1
5
2

一

j

;

メ

-

J

i

一
〈
午
後
〉
横
内
田
地
集
会
所
一
語
申
し
込
み
言
付
け
る
と
一
る
た
め
、
自
転
車
・
バ
イ
ク
星

術

館

一

一

一

揖

午

前

は

9
持
お
分
i
u時
、
午
一
と
に
な
っ
た
。
希
望
す
る
団
体
は
一
け
な
く
な
る
。
工
事
印
刷
調
中
は
釈
一

古

車

、

ま

つ

り

一

新

沼

議

治

オ

ン

ス

テ

ー

ジ

に

ご

招

待

一

元

自

主

一

後

は

1

符

お

分

'i時
一
八
昌
一
一
十
否
定
)
ま
で
に
、
一
潟
辺
の
混
雑
が
予
想
苫
れ
る
の

金

者

主

主

民

の

つ

一

j
j
j
i
j
i
-
-

一
〈
午
前
〉
大
野
込
が
丘
公
民
一
マ
問
い
合
わ
せ
先
童
福
祉
課
一
地
域
づ
く
り
課
市
民
生
活
係
(
内
一
で
、
自
転
車
、
バ
イ
ク
を
利
用
さ

ど
い
日
昔
、
市
民
セ
一
議
議
麟
欝
欝
欝
額
一
見
、
港
、
去
、
な
で
し
こ
小
学
一
舘
、
巴
村
自
治
会
館
一
高
齢
福
祉
係
(
喜
一
二
九
)
一
轡
一
六
一
一
一
)
に
お
申
し
込
み
を
。
一
れ
る
章
、
歩
行
者
を
は
じ
め
付

ン

タ

1

議

鱗

饗

鶏

選

離

警

一

校

区

に

お

住

ま

い

の

方

一

ー

ー

l
j
i
l
l

一
マ
貸
し
出
し
備
品
綿
菓
子
機
・
一
書
記
の
方
々
の
迷
一
一
恐
に
な
ら
な

露

J
t議

鱗
唯
一
喝
午
後
(
1
話
分

1
4
8
E
P

ゐ

一

ポ

ッ

プ

コ

!

ン

学

テ

ン

ト

う

一

い

さ

つ

ご

協

力

を

。

護

騒

動

襲

撃

一

部

午

前

の

部

以

外

の

小

学

童

一

ブ

ワ

;

?

?

ケ

ッ

ト

7
ヤ
レ
ス
ア
ン
プ
・
マ
イ
ク
主
な
お
、
市
で
は
駅
南
口
周
辺
の

議

畿

鱒

饗

欝

桝

ゑ

畿

緩

議

開

龍

一

に

お

住

ま

い

の

十

月

一

一

か

き

機

(

各

1

ム

口

)

、

発

電

機

一

放

震

自

転

車

対

策

と

し

て

、

新

た

一

襲

撃

襲

撃

襲

撃

墜

マ

会

場

市

民

セ

ン

タ

ー

一

フ

リ

ー

マ

ー

ケ

ッ

ト

に

出

雲

中

申

込

書

8
5
2
2、

室

長

二

に

自

転

車

、

バ

イ

ク

の

駐

喜

一
市
で
は
一
敬
老
の
日
」
を
お
祝
一
マ
内
容
霊
会
長
寿
夫
婆
託
一
れ
る
方
を
募
集
す
る
。
一

1

一
マ
貸
し
出
し
期
間

5
臼
以
内
一
整
備
を
進
め
て
い
る
。
詳
レ
く
は

ー
す
る
た
め
に
、
今
年
も
去
に
一
室
童
ほ
か
②
警
新
沼
一
自
分
で
は
使
わ
な
く
な
っ
た
品
一
言
、
込
先
環
境
衛
生
業
務
量
一
マ
そ
の
他
利
用
希
望
日
が
章
一
室
主
要
要
事
(
内
線

…
お
住
ま
い
の
お
年
寄
り
を
歌
謡
シ
一
謙
治
オ
ン
ス
テ
ー
ジ
一
物
て
も
、
他
人
に
と
っ
て
必
要
と
一
務
係
(
内
線
五
一
一
一

O)

一
っ
た
と
き
は
抽
選
と
な
る
。
一
二
五
五
)
に
お
尋
ね
を
。

一

七

創

刊

一

」

招

待

す

る

吉

一

敬

老

親

い

金

を

一

計

日

刊

誌

は

刊

日

一

長

一

一

史

認

刊

誌

一

…

J(;::;;ト
じ
干
上
下

一
ご
招
待
す
る
の
は
七
十
七
歳
以
…
警
祝
い
金
(
対
象
・
七
十
七
一
洋
服
、
押
し
入
れ
の
中
で
限
っ
て
一

i
ケ

ッ

ム

…

い

し

川

一

議

議

機

出

資

に

係

る

出

防

相

、

そ

の

他

の

一
上
の
お
年
寄
り
七
千
五
百
九
土
…
歳
以
上
の
方
)
芸
の
会
場
で
お
一
い
る
警
告
ど
を
リ
サ
イ
ク
ル
一
マ
基
背
百
王
寺
一
一

d

言

警

明

書

一
人
と
、
結
婚
五
す
年
を
迎
え
た
ご
一
渡
し
す
る
。
後
日
お
送
り
す
る
案
一
と
し
て
お
持
ち
い
た
だ
き
た
い
。
一
日
(
門
口
)
一
一
先
日
行
わ
れ
た
定
期
議
査
に
マ
結
果
お
お
む
ね
良
好
に
な

一
夫
妻
二
百
二
十
九
組
な
ら
び
に
六
一
内
は
が
き
と
印
鑑
を
持
参
の
う
え
一
{
第
器
開
削
お
も
し
ろ
リ
サ
イ
ク
ル
一
@
将
司
午
前
日
出
時
初
分
1
午
後
一
一
つ
い
て
酔
監
査
委
員
小
宮
康
司
さ
れ
て
い
た

一
十
年
を
迎
え
た
ご
夫
妻
一
二
十
六
一
お
受
け
取
り
を
。
一
フ
リ
i
マ
i
ケ

ッ

ト

}

一

4
将

一

川

氏

、

回

世

間

接

夫

氏

、

上

原

孝

生

{

忠

君

号

}

一
組
。
後
日
、
会
場
ま
で
の
無
料
パ
一
マ
呂
町
時
、
会
場
一
マ
日
待
ぬ
月
一
山
臼
(
土
)
午
前
一
守
会
場
見
約
台
体
育
銭
一
…
氏
か
ら
報
告
が
あ
っ
た
ら
マ
対
象
経
済
部
、
公
営
事
業

一
ス
券
と
な
る
案
内
は
が
き
を
お
送
…

:6月
お

日

(

火

)

一

治

時

1
午
後
4
時

一

円

〉

募

集

ほ

酒

百

区

間

幽

(
1町
民
醤
一
一
家
査
公
表
第
お
号
}
所
、
市
民
部
、
都
市
整
備
部
に

一
り
す
る
の
で
、
ぜ
ひ
ご
来
場
を
。
一
〈
午
前
〉
吉
沢
・
金
自
・
城
島
公
一
円
V

会

場

総

合

公

開

幽

一

3
・
3
平
方
れ
)
牛
耳
着
綴
一
十
一
〉
対
象
平
端
部
市
土
地
開
発
公
お
け
る
収
入
、
支
出
事
務

一
マ
日
時

9
月

ロ

臼

(

土

)

一

民

館

一

マ

募

集

広

弱

二

百

医

学

閥

(
1
尽
一
エ
茄
費
五
百
円
一
一
社
、
平
塚
市
開
発
公
社
、
平
山
理
マ
結
果
お
お
む
ね
遺
書
札
処

了
午
前

(
9
待
問
山
分

1
円
以
待
お
一
〈
午
後
〉
土
出
産
・
金
目
・
問
符
公
一
盛
4
平
方
れ
)
先
着
煽
一
一
〉
申
込
先
県
平
塚
消
費
生
務
セ
一
一
市
生
き
が
い
事
業
樹
、
平
塚
市
警
d
れ
て
い
た
。

…

分

)

の

部

崇

善

、

松

原

、

富

土

一

民

鎮

守

参

加

費

五

百

円

一

ン

タ

i
(電
話
幻
1
問
。
九
五
)

4

T

J

J

を

-入場料 S席 2500門{全席指定〉

・前務# 市民センタ一、サクラ

童書1;5、ヤンレイレコード、花水

害応、稲元墨楽器/吉で発売中

・問い合わせ市民センター電話32~2235
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志
d

0
7
℃
勺
舎
一
一
ゲ
か
J
d

i
?む
W

2

1

0

片

今
年
も
八
月
一
二
十
一
日
ま
で
、

、
ピ
ー
チ
パ
ー
ク
が
同
開
設
さ
れ
、
さ

い
山
妻
議
な
イ
ベ
ン
ト
が
繰
り
広
げ

ー
ら
れ
て
い
ま
す
。
ピ
ー
チ
タ
ッ
チ

出
フ
ッ
ト
ボ
ー
ル
や
ピ
ー
チ
バ
レ
ー

対
で
は
汗
だ
く
で
砂
ま
み
れ
に
な
る

一
人
、
砂
の
上
を
時
間
上
選
手
の
よ
う

引
に
走
り
ま
わ
る
人
な
ど
、
ピ
ー
チ

~
は
若
者
で
あ
ふ
れ
で
い
ま
し
た
。

ピ
浜
辺
に
自
を
移
す
と
、
親
子
が

楽
し
そ
う
に
水
遊
び
を
し
て
い
る

姿
も
あ
り
ま
ー
υた。

;車が来るまで章輔のスマイル

時唖 :='Jと

子
供
た
ち
の
甲
子
麗
大
会
「
平
塚
市
少
年

野
球
大
会
」
が
開
か
れ
ま
し
た
。

み
ん
な
真
っ
黒
に
白
焼
け
し
た
顔
で
、
口
出

を
ギ
ラ
ギ
一
フ
さ
せ
な
が
ら
、
「
絶
対
に
勝
つ

ぞ
」
と
闘
志
を
む
き
出
し
に
し
て
、
小
、
中

学
生
と
は
恩
一
え
な
い
よ
う
な
迫
力
の
あ
る
プ

レ
ー
を
見
せ
て
い
ま
し
た
。

ま
た
期
間
中
は
、
選
手
の
お
父
さ
ん
お
母

さ
ん
が
、
ま
る
で
一
自
分
の
こ
と
の
よ
う
に
一

生
懸
命
応
援
し
て
い
ま
し
た
。

結
巣
は
次
の
と
お
り
で
す
。

〈
〉
小
学
生
の
部
・
優
勝
富
士
貝
シ
ャ
イ

ア
ン
ツ
・
第
2
位
み
ず
ほ
少
年
野
球
ク

ラ
ブ

〈X
中
学
生
の
部
・
優
勝
須
賀
ラ
1
ク
ス

・
第
2
位
真
土
ブ
ル
i
サ
ン
ダ
l
ス

。
女
子
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
の
部
・
優
勝
下

山
下
少
女
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
部
・
第
2
位

八
幡
レ
デ
ィ
バ
ー
ド

一
る
そ
の
密
主
で
柔
軟
な
フ
ォ
ル
ム
一
マ
休
時
間
臼
毎
週
月
曜
日
一

O
一
|
一
一
一
一
)
へ
。
一
を
募
集
主
る
。
平

一
の
紘
力
は
ほ
か
に
例
が
な
く
、
今
一
マ
観
覧
料
一
般
五
百
円
、
大
・
…
⑬
湘
一
雨
ひ
b
っ
か
野
外
彫
刻
展
一
し
た
作
品
を
ぜ
ひ

一
な
お
多
く
の
愛
好
者
扇
を
も
っ
て
一
一
品
開
校
生
一
一
一
百
円
、
中

E

小
学
生
百
一
・
会
期
間
中
成
5
年

秋

一

き

た

い

。

一

い

る

。

一

円

一

・

会

場

総

合

公

盛

一

マ

募

集

す

る

歌

誇

v-

一Mm凶

〈
〉
イ
ー
ス
タ
ン
リ
i
グ
公
式
戦
(
大
人
八
百
円
、
小
人
一
一
…
百
円
〉

・
8
月
お
日
(
土
)
日
待
横
浜
大
洋
対
西
武

-
8
汚
訪
日
(
水
)
叩
間
待
機
浜
大
洋
対
口
ッ
一
7

・
8
R
m口μ
(
木
)
話
時

4

横
浜
大
洋
対
説
武

・
8
月
幻
臼
(
金
)
活
時
横
浜
大
洋
対
西
武

@
8月刊
ω
臼
(
火
}
泌
持
糠
浜
大
洋
対
巨
人

・
8
月
初
日
(
水
)
叩
出
陣
吋
横
浜
大
洋
対
屋
入

・
8
月
叩
四
日
(
土
)
叩
却
特
横
浜
大
洋
対
日
本
ハ
ム

・
8
丹
市
品
目
(
丹
)
お
時
横
浜
大
洋
対
ロ
ッ
テ

。
そ
の
ほ
か
の
主
な
試
合

・
9
用
品
(
臼
)
8
時
市
民
総
喜
育
大
会
軟
式
野
球

申
し
込
み
は
ス
ポ
ー
ツ
財
盟
へ

一
め
、
ま
た
は
通
学
し
て
い
る
(
除
く

h
!

わ
か
/
一
高
校
生
)
方
ぬ
人
〈
抽
選
〉

レ
一
致

γ
一

マ

室

料

六

千

五

宣

言

，
が
沢
ag〆
d
a炉
/
一
マ
申
込
期
限

8
月
幻
自
(
金
)

ι
γ

戸
川
内

L
J
一
{
ア
ク
ア
ピ
ク
ス
(
水
中
で
の
エ

語
感

γ

一
ア
ロ
ピ
ク
ス
襲
撃
}

!

一

7
5程

9
月
9
日

sm月
M
日

ス
ポ
ー
ツ
振
興
財
留
で
は
、
ス
一
(
除
く
お
日
)
の
毎
週
水
緩
白
、

山l
ツ
に
殺
し
み
楽
し
ん
で
も
ら
一
全
5
包

J

た
め
の
ス
ポ
ー
ツ
教
室
を
開
一
・
持
関
午
後
2
降
初
分
1
3時

く

。

ご

参

加

を

。

一

泊

分

{第
2
図
ボ
ウ
リ
ン
グ
教
室
}
一
一
〉
会
場
平
塚
総
合
体
育
館
温
水

守
日
程

8
月
初
日
1
9月
初
日
一
ブ
ー
ル

(
除
く
9
月
幻
自
)
の
毎
週
水
畷
一
一
〉
定
員
市
内
に
お
住
ま
い
か
お

回
、
全
5
間

一

勤

め

の

女

性

犯

人

〈

掠

選

〉

・
時
間
同
午
前
山
時
i
n時
一
マ
参
加
料
凶
千
円

マ
会
場
平
塚
パ
ー
ル
レ
ー
ン
一
マ
申
込
期
限

8
月
幻
自
(
金
)

マ
定
員
市
内
に
お
住
ま
い
お
勤
一
{
第
2
殴
レ
デ
ィ

i
ス
卓
球
数

め
、
ま
た
は
通
学
し
て
い
る
(
徐
一
帯
一
}

く
高
校
生
)
泊
歳
以
上
の
方
鉛
ご
〉
臼
程

9
月
お
日
(
金
)
と

ω

人

〈

先

着

順

〉

一

月

1
日
1
m臼
(
除
く
幻
自
)
の

茎
茄
料
七
千
五
百
円
一
毎
頑
求
濯
臼
、
全
5
間

{第
2
部
エ
ア
ロ
ビ
ク
ス
教
室
}
一
・
待
問
午
前
9
時
間
川
分
1
U時

マ
日
稼

9
月
2
日

sm月
7
日
一
マ
会
場
平
塚
総
合
体
育
館

(
除
く
9
R
n
日
)
の
毎
週
水
縫
一
一
〉
定
員
市
内
に
お
住
ま
い
か
お

呂
、
全
5
閉

山

一

一

割

め

の

女

性

初

級

・

中

級

各

お

・
時
間
同
午
前
山
時
1
日
以
降
一
人
〈
捨
選
〉

マ
会
場
平
塚
総
品
円
体
育
館
一
マ
参
加
料
一
一
一
千
円

マ
定
員
市
内
に
お
住
ま
い
ま
た
一
マ
申
込
滞
緩

8
河
何
日
日
(
月
)

は
お
勤
め
の
女
性
叫
人
〈
抽
選
〉
一

O
申
込
方
法

マ
者
茄
料
三
千
五
百
円
一
往
復
は
が
き
(
ボ
ウ
リ
ン
グ
教

マ
申
込
期
限

8
月
引
い
日
(
金
)
一
室
は
電
語
)
に
住
所
、
氏
名
、
年

{第
2
窃
太
榛
拳
教
室
}
一
齢
、
電
話
番
号
、
希
望
教
室
(
卓

マ
日
程

9
R
4
B
5
U丹
羽
田
一
球
教
室
は
希
望
コ
ー
ス
)
を
記
入

の
様
週
金
曜
日
、
全
日
記
包
一
の
う
え
、
一
γ
加
平
塚
市
大
原
1

・
時
間
午
後
6
時
羽
分
1
8
時一

1

平
塚
球
場
内
平
塚
市
ス
ポ
1

9}考17臼樹午後欄
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ム
マ
回
の
企
画
展
は
生
誕
百
年
を
一

V
問
い
合
わ
せ
先
美
術
館
(
霞
て
展
示
物
彫
刻
康
人
質

γ

作
品
約
一
①
平
塚
の
う
た
映
画
全
体
の
テ
一
マ
会
場
平
塚
総
合
体
育
館
一
ツ
振
興
財
包
電
話
お
O
一
O

記

念

し

、

初

期

か

ら

晩

年

に

わ

た

一

言

|

一

一

一

一

一

)

一

翌

十

マ

音

楽

一

マ

富

市

内

に

お

住

ま

い

お

動

一

一

一

)

へ

。

る
作
品
約
舌
九
十
点
ヰ
展
示
し
、
一
一

a

;

て
主
催
神
奈
川
票
、
長
市
一
②
春
の
う
た
平
塚
の
白
然
と
布
一
円
;
:
5
2
=
z
f
i
z
z
z
i
r
E
l
i
-
;
i
f
i
i
j
J

木
内
芸
術
六
十
年
の
そ
の
真
一
儲
に
一
。
講
演
会
・

3を
雲

一

l

l

i

l

ぃ

ト

一

?

っ

1

i

l

J

b

〉

川

美

術

館

で

は

八

月

二

十

二

日

一

ふ

れ

る

ぜ

ひ

百

を

一

…

ト

ド

可

能

)

日

一

記

念

映

画

の

一

期

比

勺

干

の

エ

ネ

ル

ギ

一

…

韓

紅

一

説

崎

玲

…

ι
目
前
日
一
一
一
一
析
し
い
い

9

一
一
時

F
I
l
i
-
-
A
n
B戸市
j

円
…

界
に
大
き
な
足
跡
を
記
し
た
木
内
一
午
後
4
時

ぬ

分

自

3
1一
川

皆

川

一

市

で

は

喜

界

六

十

周

年

を

一

マ

応

募

争

乱

に

お

住

ま

い

一

一

l

、

重

型

弓

手

ア

一

克

の

主

主

に

あ

た

る

。

一

八

一

|

|

;

I

l

i

l

i

-

-

一

記

念

し

て

、

き

豊

「

君

主

ま

た

は

お

勤

め

の

方

一

~

一

一

ス

)

一

三

日

昨

日

誌

一

野

外

務

塑

擦

の

葬

集

一

計

)

」

両

信

戸

市

一

語

詰

詩

日

一

一

8

5

d

d

h

子

会

ハ

ド

5
ト
ン
大
会
一

の

彫

刻

塾

に

入

り

彫

刻

家

と

し

て

一

一

こ

れ

か

ら

一

年

間

に

わ

た

っ

て

一

か

、

4

つ

あ

る

中

の

ど

の

う

た

の

一

…

ら

月

1

日

(

火

)

沼

町

県

へ

ア

l

カ

ッ

ト

コ

ン

テ

ス

ト

…

の
第
一
歩
を
踏
み
出
す
。
そ
し
て
一
大
賞
を
用
意
@
ぜ
ひ
応
募
を
一
さ
ま
ざ
ま
な
イ
ベ
ン
ト
を
記
録
す
一
歌
詞
か
事
い
て
お
く
③
採
用
可

aA6日
(
包
)
品
市
民
総
合
体
育
大
会
(
パ
ド
ミ
一

一

九

一

一

一

年

彫

刻

の

勉

強

に

と

パ

一

一

る

だ

け

で

な

く

、

平

塚

の

自

然

や

一

し

た

作

品

の

絞

権

は

平

塚

市

に

所

一

山

ン

ト

ン

、

空

手

)

叫

リ
に
渡
り
、
や
が
て
ギ
リ
シ
ア
の
一
湖
南
ひ
ら
つ
か
野
外
彫
刻
震
の
一
し
ん
で
い
た
だ
こ
う
と
、
総
合
公
一
市
民
会
話
も
取
り
入
れ
な
が
ら
二
属
す
る
一
円
f
i
z
z
2
3
5
1
i
s
i
-
-
5
5
2
1千
225zijrcる
Z
Z
5
2
:
f
i
5
一
i
ム

ア
ル
カ
イ
ソ
ク
影
郊
の
影
響
章
一
出
展
作
品
を
募
集
す
る
。
一
冨
に
お
い
て
入
選
作
品
の
展
覧
会
逼
量
豊
を
う
た
い
あ
げ
る
よ
…
マ
応
募
期
限
8
2
B
(
月
二

け
、
き
わ
め
て
警
な
作
風
を
築
一
こ
の
彫
刻
言
、
市
民
の
み
な
一
存
主
の
0
2
は
彫
刻
展
に
一
う
す
す
め
て
い
る
が
、
よ
り
素
晴
一
マ
応
募
光
一
五
平
塚
市
浅
野
一
ス
ポ
;
ツ
大
会
の
結
果

き
あ
げ
た
。
特
に
、
人
体
像
に
よ
一
さ
ん
に
身
近
な
場
所
一
で
芸
術
に
額
一
出
銭
さ
れ
る
彫
刻
の
模
型
作
品
を
一
ら
し
い
作
品
と
な
る
よ
う
、
映
画
一
9
1
1
平
塚
市
会
副
都
広
間
報
広
一

1
t
i
t
i
t
i
t
i
t
d
ヲ
全
一
関
か
ら
公
募
す
る
。
ぜ
ひ
ご
応
一
の
中
で
流
れ
る
テ
i
マ
治
の
歌
謁
一
緒
謀
(
内
線
三
五
)
一
七
月
に
行
わ
れ
た
ス
ポ
ー
ツ
大
一
端
時
十
日
選
と
八
高
名
水
百
円
濃
の
潜
水

五

日

は

、

車

の

待

つ

ふ

る

さ

ま

れ

た

町

で

す

。

室

長

章

募

を

。

一

|

(

|

一

会

の

結

果

は

次

の

と

お

り

。

石

警

訪

ね

る

。

奉

加

さ

れ

る

方

と

へ

家

族

全

員

で

行

っ

て

い

る

に

も

き

り

が

あ

る

よ

う

に

、

古

マ

出

品

要

領

①

野

外

設

備

を

前

一

一

(

敬

称

略

)

一

は

、

言

直

接

集

合

場

所

に

お

集

と

こ

ろ

で

す

ね

。

く

か

ら

き

り

の

産

地

て

き

り

徒

と

し

た

薬

害

問

で

耐

久

一

斎

胞

内

総

合

体

育

大

会

を

一

警

察

塚

市

ゴ

ル

ブ

撃

権

王

り

を

。

。

私

の

ふ

る

さ

と

た

ん

す

、

き

り

げ

た

は

全

面

的

性

、

安

全

性

が

憶

保

さ

れ

る

も

の

一

一

大

会

員

品

、

書

シ

1

サ

す

雪

8

2

日

(

日

)

、

降

磐
悌
朝
日
国
立
公
扇
綴
豊
に
有
名
で
す
。
ま
た
、
渓
流
で
ぬ
議
型
(
マ
ケ
ツ
い
)
作
品
の
一
第
羽
田
市
民
総
合
体
育
大
会
が
一
〈
8
同
丹
羽
田
M

(

笥
)
〉
射
撃
一
イ
ド
カ
ン
ト
リ
ー
ク
ラ
ブ
、
参
加
一
水
確
率
お
訂
以
上
の
場
合
は
お
臼

(

い

い

で

)

逮

峰

を

替

に

し

た

の

イ

ワ

ナ

、

ヤ

マ

メ

釣

り

の

メ

大

き

さ

は

ω×
日
×

ω今
日
川
以
内
一
関
か
れ
る
。
ご
声
援
を
。
一
(
伊
勢
原
射
撃
場
)
、
陸
上
競
技
一
は
予
選
を
通
過
し
た
犯
人
一
(
臼
)
、
以
後
中
止

人

口

約

一

万

人

の

大

自

然

最

高

で

も

あ

り

、

最

近

で

は

養

望

者

は

よ

、

に

つ

き

5

千

一

マ

雪

会

守

会

場

一

(

平

塚

襲

場

)

了

優

勝

小

林

武

久

市

原

下

了

集

合

平

塚

駅

北

口

改

札

口

付

田
川
一
〈
8
湾
お
自
(
門
間
)
〉
軟
式
野
一
〈
9
同
月
5
口
H
(
口
同
)
〉
軟
式
野
一
指
)
、
2
位
田
中
日
出
夫
(
西
一
近
午
前
8
持

マ
作
品
搬
入
1
R
n
B
(
土
)
一
球
(
市
民
ス
ポ
ー
ツ
広
場
)
、
パ
一
球
(
平
塚
球
場
。
新
町
野
球
一
八
幡
)
、

3
佼
近
藤
勝
籾
(
御
一
マ
コ
ー
ス
平
塚
駅
山
北
町
肌

i
M
臼
(
臼
)
平
塚
市
奨
術
館
一
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
(
見
約
台
体
育
一
場
)
、
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
(
克
一
一
殿
)
一
一
円
村
域
社
:
潜
水
の
滝
:
山
北
欽

謀
委
託
鐙
入
の
場
合
に
は
、
1
月
…
館
)
、
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
(
平
塚
総
一
前
台
体
育
時
間
)
、
ソ
フ
k

ボ

ー

ル

一

一

l

平

塚

駅

習
(
火
)
ま
で
に
、
臼
本
章
一
合
体
育
館
)
、
剣
道
(
平
塚
総
合
一
(
市
民
ス
ポ
ー
ツ
広
場
)
、
ボ
ウ
一
時
日
に
乎
塚
あ
一
マ
閉
議
す
る
物
弁
当
番
、

(
株
)
新
横
浜
支
庖
へ
。
一
体
育
館
)
、
ソ
げ
ト
ボ
!
ル
(
市
一
リ
ン
グ
(
平
塚
パ
i
ル
レ
1
一
る
く
会
を
開
く
一
雨
具
、
一
一
謹
一
費
九
百
四
十
月

門

V

賞
大
賞
五
百
万
円
(
1
一
日
比
ス
ポ
ー
ツ
広
場
)
、
軟
式
テ
一
ン
)
、
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
(
平
塚
総
一
一
マ
問
い
合
わ
せ
先
平
塚
球
場
内

点
)
、
準
大
賞
一
二
百
万
円
(
1
一
ニ
ス
(
総
合
公
開
問
テ
ニ
ス
コ
1
一
合
体
育
品
開
)
、
卓
球
(
見
附
ム
ロ
体
一
平
塚
あ
る
く
会
で
は
、
臼
本
の
一
体
育
課
(
電
話
出
品
一
ニ
O
六
O
)

点
)
、
優
秀
賞
百
万
円
(
4
一
ト
)
、
柔
道
(
平
家
総
合
体
育
一
育
館
)
、
サ
ッ
カ
ー
(
平
塚
競
技

点
)
、
入
選
(
数
点
)
一
銭
)
、
自
転
車
(
平
塚
競
輪
場
)
、
一
場
・
市
民
ス
ポ
ー
ツ
広
場
)
、
ゲ

マ
問
問
い
合
わ
せ
先
文
化
行
政
捻
一
サ
ッ
カ
ー
(
市
民
ス
ポ
ー
ツ
広
一
i
ト
ボ
ー
ル
(
総
合
公
関
平
塚
の

進
室
(
内
線
六
七
一
ニ
)
一
場
)
、
硬
式
テ
ニ
ス
(
桃
浜
町
底
一
は
ら
っ
ば
)
、
水
泳
(
平
塚
総
合

な
お
、
入
賞
作
品
に
は
一
一
済
万
一
球
場
)
、
弓
道
(
平
塚
総
合
体
育
一
体
育
館
温
水
ブ
ー
ル
)
、
空
手

円
の
製
作
韓
国
が
支
払
わ
れ
る
。
一
館
弓
道
場
)
一
(
平
塚
総
合
体
育
怨
)

応
募
は
、
1
月
刊
油
田
(
土
)
ま
一

で

に

出

品

料

を

添

え

て

、

中

山

叫

横

一

こ

れ

か

ら

台

風

シ

ー

ズ

ン

を

一

一

務

災

教

護

ー

浜

市

中

町

民

日

本

大

通

り

1

祭

熊

一

号

迎

え

る

が

、

消

防

本

部

で

は

み

j

(
議
話
。
四
五
j
二
一
一
、
1
1
1
J
ぐ
/
な
さ
ん
が
い
ぢ
と
い
う
と
き
落
i

J
f
γ
Uへ
ち
緩
い
て
行
動
で
き
る
よ
喜
一

一

¥

は

γが
弘
代
レ
地
区
で
合
同
防
災
訓
練
を
行
つ
一

/
九
時
¥
〈
ペ
グ

j~
て
い
る
。
こ
の
機
会
に
ぜ
ひ
ご
パ

/
υ
u司
f
人
e
J
J
ι

一
参
加
を
。

{
四
之
宮
地
区
}

…

肪

史

観

轄

を

マ

期

日

8

丹

羽

目

(

日

)

…

い
土
砂
災
害
で
恐
い
の
は
、
こ
マ
会
場
大
野
小
学
校
ん

い
れ
ま
で
頑
丈
そ
う
で
あ
っ
た
が
{
横
内
地
反
}

い
け
や
、
普
段
お
と
な
し
く
流
れ
マ
期
日
9
R
U
日
(
日
)

て
い
た
川
が
突
然
き
ば
を
む
い
マ
会
場
横
内
小
学
校

て
惑
っ
て
く
る
こ
と
で
あ
る
。
※
時
間
午
前
9
時
1
H
U
時

臨輯

晃
つ
け
た
ポ
i
ズ

九
五
四
年

議 493努(5) 

殖
場
も
で
き
、
私
も
毎
年
釣
り

を
楽
し
ん
で
い
ま
す
。
こ
の
ほ

か
に
、
野
口
英
世
の
左
亨
を
手

術
し
た
医
者
渡
辺
鼎
は
西
会
津

の
出
身
な
ん
で
す
よ
。

。
卒
中
時
に
住
ん
で
の
感
均
四

倍
本
橋
近
く
か
ら
の
寸
前
箆
山

の
眺
め
は
き
れ
い
で
す
ね
。
あ

そ
こ
は
護
岸
工
事
を
し
て
い
な

い
の
が
い
い
。
平
塚
は
ま
だ
ま

だ
宕
然
が
残
さ
れ
て
い
る
の

で
、
お
百
一
い
が
も
っ
と
自
然
を

大
切
に
し
て
い
か
な
け
れ
ば
い

け
な
い
と
思
い
ま
す
ね
。(

河
内
)

〈
薬
象
〉
自
分
の
ふ
る
さ
と
を

諮
っ
て
い
だ
た
く
コ
ー
ナ
ー
。

ふ
る
さ
と
の
紹
介
、
平
塚
に
住

ん
で
か
ら
の
感
想
を
お
寄
せ
く

だ
さ
い
。

。
送
り
先
守
山
山
平
塚
市

町
9
1
平
山
都
市
広
報

諜
「
私
の
ふ
る
さ
と
」
係

線
一
一
一
一
回
)

自

〈コ
交コ

〈
〉
m
N
J
リ
i
グ
カ
ッ
プ

@
9
月
刊
μ
臼
(
土
)
話
時
日
産
F
C横
浜
マ
リ
ノ
ス
対
名

古
屋
グ
ラ
ン
パ
ス
エ
イ
ト

端
入
場
料
内
出
席
一
一
千
五
百
円
、

S
席
二
千
円
、

A
席
一
千

五
百
円
、
芝
生
席
(
高
校
生
以
上
一
千
二
百
円
、
小
B

中
学

生
七
百
円
)

O
J
F
リ
i
グ
サ
ッ
カ
ー
ー
部
(
一
般
一
千
五
百
円
、
中
島

高
校
生
一
千
円
、
小
学
生
八
百
円
)

・
9
R
9
白
(
ホ
)
町
四
時
フ
ジ
タ
対
N
K
K

〈
〉
J
F
リ
i
グ
サ
ツ
カ
i
2
部
(
高
校
生
以
上
五
百
円
)

・
9
同
月
5
B
(
土
)
四
時
吋
東
邦
チ
タ
ニ
ウ
ム
対
中
央
妨
犯

〈
〉
そ
の
ほ
か
の
主
な
大
会

@
8
月
幻
自
(
土
)
，
、
、
，
n
B
(
日
)

9
時
間
出
民
体
育
大
会
予
選
会
(
段
上
)

@
8
月
初
日
(
臼
)
8
時
市
民
総
合
体
育
大
会
(
際
上
)

22 
午後2持~4時

ところ市農センター
上司高校E曹 となりのトトEコ
童書芸アニメグランプリ作品

先着1，4∞人

担当交流線帯課

き

入場無料

と

鵠

自出に利用できます

ただし、占跨はで吉ません

く〉見約百主体鳶銭(電話31-3057)

・開肱種毘 卓球、バドミントン、パスケッ

ト、軟式庖球 (~l体制、バレー(16時-)

. 8 Fl2Hヨ(月)午後 1時~午後 8時

。9月 14箆 (汚) ノノ

。金路公E霊童宮体草署館〈電話31-2136)

く〉金属公渓緩体育館(電話回一0101)

く〉衿E自公民童書体育館(電話55-0239)

O!!草海公民館体育館〈聾話31-2255)

a開放権思 バレー(9時-13時〉、ノミドミン

トン、卓球 (13時~時時〉、パスケット(16
旗手♂-20震予)、

• 8月 17沼(汚〉午前 9時~午後8時

• 9丹 7日(月) 1/ 



女敬語密会

。8月16日(日) 10時、 14時 3階ホール

「一つの花ーとべないホタルJ50分。8汚23日(日)10時、 14時 3階ホール

「アフリカ多計者争~読む 54づテ

O)8月30日(臼〉日時、 14時 3階ホール

「ふしぎな錦命りゅうの呂田なみだ 41分。9月 6日(日) 10時、 14時 3暗ホール

「アンパンマン・パイキンマンむ逆襲J67分。9月13日(日) 10時、 14時 3階ホール

「男はつらいよ"寅次郎¢休日J110分

合主主体みこども人形劇「三つの嬢いj

-日時 8月26日 ( 水 ) 日 時 ~

・ 合場 神 田公民簡集会室

ー出槙劇部ちろりん

・入場券 8月四日(水) 9時から北臨書館

カウンター(電話53-1232) で配布。先着

130メ、

会中尭問者書簡重重鉢み期間(8月30日まで〉の

組貰 出室、幸考室火~木曜日 9時-17時50

分、金曜日 9時-18時50分、こた・日曜日 9

時-16時50分

- こ ど も室火~日曜日 9時-16時 50分

台体韓日 聾遇月曜日、 9月日田

会夏季特別霊童fおもちゃとあそびj

子供たちが普段遊んでいるおもちゃのおも

しろさや背髄かしいおもちゃなどを紹介して

いる。

・期間 7月21日むた) -8月30日〈日〉

守会場 特別展宏氏室

母体験学習・手作りおもちゃを作ろう

。日時 8月26日〈水) 10時--15時

・会場桝学教室

a 定員小学生以f:. 30人〈抽選〉

領申し込み 8月四日までに控複はがきで

合還を見る会f夏の荻窪に豪語しもう j

AEI'I互を探したり、望遠輯で眺めたりしてみ

る。参加自由

喝期間 8月 15日-29日由憧週土曜日、韓天

と雨天のときは中止

。時間四時~即時'30分

会場科学教室、監上

会夏休み寝泊続突根室覧会

自由研究由テーマ、研究由進め方について

学芸員が相説をお畳討する。

ー日時 8月25B (;)() 9族予-12時

会場科学教室

軍事総ヰま"6符守主58 (6) 

29日・ 13: 30--14 : 

吉沢小学校

吉沢公民館

訟延小学校

金自小学校

みずほ小学校

1 B 

1 B 

1日

B 16日

3日 17B

3 B 17B 

4 B 18日

4臼 18B

8 B 22臼

8 B 22日

8日 22B

9B  

29臼・ 14: 30------15 : 

29白骨 15:30--16 

30日・ 15: 00-.....16 

.13: 30---14 

・15: 00---16 

万田貝塚市営住宅

旭稜中学校

・13:30--14 

・15:00戸~16

.13: 00--13 : 港小学校

盟主主寺

量豊田公民館

松が丘公民館

域島小学校

塙鳥公民館

凋崎小学校

時心寺

10臼

10日

10日

11臼

11臼

• 14 : 00-14 : 30 

・15: 00-""'16 : 00 

• 15 : 00へ -16:00 

13: 00-.....13 : 30 

・13:40へ-14: 30 

・15:00へ-16 00 

・13:30-.....14 : 30 

金田公民館

会プラネタリウム

[いん石・宇宙からの贈り物}

いん石自生いたちやそとに秘められた情報

について紹介する。

・期間 8月日日〈こまc) -9月 6日〈臼)

・ 般投露日 土，日曜日、 8月中心ホ・木

曜日日時、 14時

E義の一生]

夜空に輝く星たちの誕生と成長の記雄 0

・期間 9丹 128 (土) --11月 1日〈日)

・一般投野白 土。日曜日 立時、 14時

台体験全学著書「宝草木染めj

草木由棄などを梗って布そ量的てみる。

@出時 9月 6日(日) 10時-15時

・会場科学教室

E 定員 20人〈融謹〉

・書加費 20C円

申し込み 8月25臼までに控彊はがきで

合開舘時間 9時 --16時50分

会体輔自 毎週月曜日、 9月日目

会博物舘字削横関町12一副電話33~-5111

{大門書感金麗]

'期間 8月19日(ホ) -23日(日〉

【青い鳥アートスクール，アールヴィずァン

27田英楠属]

・期間 8月28臼(金) -9月 1日〈火〉

{現属神奈川]

-期間 9月 2日付文〉へ 6日〈日)

{茂田韓子展}

島期間 9月 9 〈水) --15日〈火〉

言第 3回麗]

・期間 9月10日(木) --15臼(火)

{平寧華構協会腫1
・期間 9月16日(ホ) --22日(火〉

会開舘時間 9時 30分-16時間分

会親書室料 常設展(ー般200円、高・大学生100

円、小@中学生50円〉

合体館日 毎遇月曜日

食提楕舘 皇子254西八曙ト1-3 電話35-2111

-&ユースカルチャースクーJv
料理実習を遇して仲間づくりをするn

-日程 9月四日~日月四日(除く 9月 24日〉

の普遍木種目、全10回

・時間午桂6時30分-8時30分

。金場中央公民館謂理実 習室

・定員 18--30麓{除く高校生)まで由来婚

白方 30人 く 抽 選 〉

・受講料無料(テキスト・材料費は別)

・申し込み 8月31日までに往檀はがきで

会開舘時間

火~土曜日 9時 -21時 30分

〈臼曜日目み 9時 -17時〉

合体簡田 恒週月曜日、 9月 15日、 16日{館

内捕嘩)

合曹世年受措定

〒 2547曳間町12-41 電話32--7029



錨受付午桂 1 時~2 時

開会場但4建センター

鶴母子瞳騎手艦、京言己用具、歯ブラ

シ (1議 6カ、月兇のみ)持幸

[3カ、月3琶3

喰 9月 2日 4 年 5 月 2 日 ~10日生

・9月 16日 4 年 5 月 11 日~20日生

・9月30日 4 年 5 ，E]21 日 ~31日生

[1識 6か月児]

• 9月 1日 3 年 3 月 1 日 ~10日生

・9月 8日 3 年 3 月日目~20日生

、9月羽田 3 年 3 月 21 日 ~31日生

[3識先]

• 9月 3日 1 年 7 月 1 日 ~10日生

9月17日 1年 7月日日 -....20日生

・9月24日 1 年 7 月 21 日 ~31日生

覇対韓 B日せきむ予防接種そ受け

る必要白ない~幼児

・第 1期 3か月以上 6議未満白乳

幼児。 3週間から 8週間の間関で

3[自費目る

，第 2期第1期の 3自白色接種目

から 1年以上 1年 6か月以内に 1

関空ける

輯 接 撞 方 法 市 民 摘 臨 ・ 共 揖 病 院 の

みで年間を通じて撞撞できるロ接

種目は語家師とご相説を

輯 料 金 無 料

購樺樟夜、母子韓康手帳を持番

お産の進み方と産挫の過ごし万四

呼暁法

10月 3日午前 9時30分~日時四分

蔀ちゃんのおふろ(実習)

お父さんもと書加を

輔会場保憧センター

察署主治涯の許可を樽てからと書加を

盤母子韓康子輔、筆記用具(全日程

岳蟻糞ちゃん
古平壕市櫛殿 1-11-5 高井精器

にお勤めの戸田隈吉さん (25歳)と

直 江さ ん (28議)の長発。身長70

師、体重量 8kg、 4年 2汚 17日生ま

才Z。

寝返りができるまでもう少しの晴

賞ちゃんは、いつもニコニコ愛想が

良く近所の人気者。おふろが大好き

で、パパがいないときはおじいちゃ

んが入れてくれる。ス会ーが大好き

なパパ、将来はスキーの選手にした

いと喜多は大きい。

〈応轟〉はがきに#ちゃんの 名 前 、 生 草 月 日

持 む住所、氏名、生年月日、電話番号、職業を書いて

寄お出しください。対象は Z建設未満白捧ちゃんです。応募されたはがき

五は、毎月初田 (20日消印まで)に締め切り、抽選で赤ちゃんを翌月の

I広報紙に掲載します。なお掲粧した赤ちゃんに は 、 記 念 写 真 と 広 報 紙

t- 10部を差しあげます。<今月出応募者は35人でした〉

鶴港り先 〒加平壇市揖関町 9-.1 平塚市広報広聴課誹ちゃん由ス

テ ー ジ 部

… 9 月 14日午撞 1 時30分~4 時

お母さんと蔀ちゃんの歯由時生ー

お産自壊舗と赤ちゃんの衣類

9月21日 午前日時30分~午後 2時

旺蝿中と産後由来聾(調理実習と

昼企試金}

盤誰期〈旺離 8か月以時四方)

9月 28日 午後 1 時四分~4 時

覇前期〈旺賑 6か月までの方}

9 月 7 日午挫 1 時30分~4 時

蛙艦中の体の変化と過ごし方・妊

婦体撞

?

る

も

の

も

あ

る

り

で
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了
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を
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(
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鶴
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、
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1
パ
ギ
}
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O
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1
パ
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、
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内
ツ
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、
事
輔
、
二
段
ベ
ッ
ド
、
議

聞
広
J

供
す
べ
り
台
、
応
接
ゼ
ッ
ト
、
鱒
庫
、
掃
酷
構
、
ク
ー
ラ
!
、
ピ
ア
ノ
、

み
な
さ
ん
の
ご
協
力
で
問
い
合
わ
せ
の
座
い
す
、
マ
ッ
ト
レ
ス
、
テ
ー
ブ
ル
女
子
用
自
転
車
(
国
吋
、
補
助
輪
付

が
増
え
て
い
る
。
問
い
合
わ
せ
を
い
た
セ
ッ
ト
、
和
だ
ん
す
、
製
図
革
、
お
も
さ
)

だ
い
た
と
き
に
は
、
既
に
決
ま
っ
て
い
ち
ゃ
、
オ
ー
デ
ィ
オ
ラ
ッ
ク

公開
と き 宮Y128!3(月)1む草寺30分~

ところスカイプラザ(MNピjレ)

言書締 母本女子大学率主幹線子教授

{プロフィーJレ]
津田塾大学英文学科卒業。ミネソタ州立大

1991年 4丹日本女子

。表幹し込み 女性行政推進家電話21-75∞
または須賀公民館電話21-2152へ

て才ツ

74歳以上の方に、はり、 き ゅ う 、 あ ん

ま、マ ッ サ ー ジ 、 指 圧 の 助成を行ってい

る。

。受療#の交付

大工E7年 6月 308以前に生まれたカは 8枚。

大 IE7年 7月 1白から大正 8年 3月までに生ま

れた方は、 74講になった月から 3か月に 2枚の

都合で交付する。

。函正三負強重曹 1枚につき600f弓

。申し込み 印章藍および鐘康手輯または鍵鹿探

験室正を持番むうえ、高齢福祉課へ。
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平
成
4
年
度
平
揮
市
戦
没
者
-
戦

災
殉
難
者
追
博
式
が
開
か
れ
る
。

ヤ
日
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9
月
4
日
(
金
)
午
後
1

時
釦
分
5

ヤ
会
場
市
民
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マ
問
い
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先
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撞
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一
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翠
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{
絵
手
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揖
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1
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(
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)
3

3

朝
夕
、
ど
一
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浮
い
ル
袋
な
ど
を
持
っ

て
犬
の
散
歩
を
し
て
い
る
万
を

よ
く
一
見
か
け
ま
す
が
、
道
路
に

ふ
ん
を
そ
の
ま
ま
に
し
て
お
く

こ
と
が
あ
り
ま
す
。

飼
い
主
の
ガ
が
も
う
少
し
良
、

警
持
っ
て
い
た
だ
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と

窓
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す
。
市
か
ら
呼
び
掛
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境
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れ
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出
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議
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は
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お
い
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新
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な
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埋
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し
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議
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叩
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付
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②
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滞
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。
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、
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ど
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潔
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受
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③
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④
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な
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の
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で
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担

か
っ
た
方
に
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、
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校
事
業
程

度
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力
が
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か
ど
う
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に
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の
認
定
試
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を
行
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な
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れ
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験
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れ
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什
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県動物保護センター〈電話回一3411)

では、やむを得ない事情で飼えなくなっ

た犬、績を引き取っている。

当日、利用される方は印鑑、犬の鑑

札、注射持票、愛犬手棋を持参していた

だきたい。引き取り車の拝留時間は日分

間。

なお、犬、識についての苦情、相談や

野犬の捕獲依頼も向センターへ。

(10月 5日(月) 1 
9 00 田村自治会館 10: 55 
9 : 25 大野公民賠 13 : 20 
9 : 55 彊賀公民館 ， 13: 45 
10: 20 花水公民館 : 14 : 10 
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。
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②
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③
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⑥
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叩
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司
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介
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問
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ど
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ど
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主望書22言ぞ告費て主季 三宅長話デ警へ形嘉長警警急
三こる察を身い 323どて。ス求めのばいくらべ袋線ミ芸談祭しそ ζ れるらんに

主主ま許制急車主主活 言問書デzn迷RE零時主計草間室主
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